




























































トラス トを改善 した ものであ る｡Hnatowich






























疑陽性 を呈 した症例が2施設か ら報告された｡
Radioimmunoscintigraphy 自身の限界とみるか,
CEA 抗体の限界 とみるかは,議論の分れる所で
あろうが,なお一層腫癌特異性の高い抗体の出現を
改めて痛感させられる症例であった｡最後に,N2
S2Compoundを用いた 99mTc標識抗体の精力的な
臨床研究がEary(Washington大学)らにより発表
された｡昨年 Fritzberg(NeoRx)が,合成方法に
関して報告していたことをふり返ると,長足の進歩
である｡ややもすると開発から臨床治験までの道程
に時間が費され過ぎてしまうこの領域にあって,檀
めて早い展開であるといえる｡Renium を用いた治
療へも応用可能であるだけに,関係者の並々ならぬ
努力があったことは,想像に難くないが,我国でも
このような小まわりのきく制度確立が急務との念を
より一層強くしつつ会場をあとにした｡
